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LS研 総合発表会2011
7月25日（月）、東京・台場のホテルグランパシフィックLE DAIBAでLS研総合発表会が盛大に開催され、「2010年
度研究分科会 研究成果発表」「短期分科会 活動成果発表  」「特別講演（p.12に掲載）」および懇親パーティー
が行われました。大震災の影響により2カ月延伸となりましたが、例年通り盛況に開催することができました。当日
は夏空のもと860余名の方々にご参加いただきました。
※1 2010年度の短期分科会3テーマから2テーマが活動成果を発表しました。

幹事長ご挨拶

　この総合発表会は例年5月下旬に開催していましたが、今
年度は東日本大震災の影響を受け、約2ヶ月延期させていた
だき、本日の開催となりました。
　大震災の起こった3月上旬は研究分科会活動にとっては研
究論文仕上げの時期でありましたが、3月、4月を各社の震災
対応にご専念いただくため活動休止とし、5月から活動を再
開いたしました。ご参加いただいたメンバーの皆様、活動を
支えていただいた職場の上司や同僚の皆様には大変ありが
とうございました。おかげさまで本日こうして総合発表会を
開催することができました。
　2010年度の研究分科会には、昨年度を大きく上回る93社、
227名の参加をいただきました。
ファミリ会は、世界に汎用コンピュータが誕生したのと同じ
1964年に設立されましたので、今年で47年。LS研は1978年に
設立されましたので、今年で33年を迎えます。結婚33年目の
宝石はアメジストですが、アメジストは”愛の守護石”と呼ば
れ、大切な人との絆を育み 、真実の愛を育てると言われてい
ます。LS研も今後とも会員企業と富士通さんの絆をより強く
する活動でありたいと思っています。
　今までLS研の研究分科会にご参加いただいた方は、延べ
608分科会、7,392名におよび、幹事総数は133名、テクニカル
アドバイザーは1,219名になります。
　LS研の活動は各種セミナー、層別交流会、情報化調査な
ども高い評価をいただいております。今年度初めて関東支部
と共同開催した「レディースフォーラム」では5段階で4.8とい
う高い評価をいただきました。
　活動の柱となる「研究分科会」は、平均90%という出席率
の中、各チームは平均15回前後の会合・合宿を重ね、その研
究成果は、33年間の諸先輩に築いていただいた風土に育ま
れ、数あるITユーザー会の最高レベルにあると思います。
　研究分科会活動は、研究そのものに加え、研究プロセスの
中で経験することの1つ1つの場面が人財育成につながってい
るという評価をいただいております。本日ご参加いただいた
皆様がITを活用した各社のイノベーションの先頭に立ってご
活躍されることを念願しますとともに、会員の皆様と、富士通
さんと、テクニカルアドバイサー・事務局の皆様そして幹事団
が一体となって、ITユーザー会の範となって活動し、イノベー
ションの先頭に立ち続けたいと思います。

研究成果
2010年度に活動した16分科会のアブストラクト（要約）は公開されています。報告書全文はLS研
会員サイトよりダウンロードしていただけます。
作成された活用ツール（チェックシート、ワークシート、ガイドライン、ツール等）も報告書と一緒
にダウンロードできます。ぜひカスタマイズしてご活用ください（LS研究委員会未加入の方はお
問い合わせください）。

第一生命情報システム(株) 
取締役常務執行役員 

足立 伸男 氏

※1 

分冊 研究分科会名 活用ツール

1 IT投資事後評価の仕組みと情
報システム部門の役割の研究

1. 評価フォーマット・サンプル集
2. IT 投資評価制度導入ガイドライン
3. IT 投資評価制度フォローアップガイドライン
4. KPI 設定ガイドライン
5. IT 投資評価制度フォーマット・サンプル集

2 クラウドコンピューティングを見据
えた情報システム部門のあり方 あるべき姿☆アセスメントくん

3 ユーザー企業における上流工
程人材の効果的な育成 イノベーション・フレームワーク

4 業務プロセスとITの可視化・分
析手法の研究

1. 活用ツールの全体構成
2. 可視化手法選定ガイドライン
3. 可視化手法定性評価表
4. 架け橋ガイドライン
5. 可視化くん
6. 認識がっちゃん

5 要件定義から設計へのトレー
ス方法のあり方 ヒアリングマトリクス

6 仕様変更に柔軟に対応できる
開発手法の研究 新・開発ガイドライン

7 開発工程における変更管理の
あり方

1. 無理のない変更管理ガイドライン
　ガイドラインの全体構成編
2. 同　変更管理フロー
3. 同　変更管理チェックリスト
4. 同　変更依頼書
5. 同　変更管理台帳
6. 同　変更計画書
7. 同　指標・基準
8. 同　ケース別対応方法

8 システム開発見積りにおける
リスクの捉え方

1. リスクの洗い出し・工数算出ツール
2. リスク一覧操作説明書

9 クラウド開発・構築技術の
研究

1. プライベートクラウド移行評価シート
2. サービスレベルに応じた費用比較
　（プライベートクラウド構成とオンプレミス構成の比較）
3. サービスレベル判定ケーススタディ
4. インフラコスト試算ケーススタディ
5. クラウドアプリケーションガイドライン

10 クラウド環境におけるデータ
ベースのあり方

1. クラウドサービス事例集　利用の手引き
2. クラウドサービス事例集
3. HBase 機能確認シート
4. クラウド DB『適用チェックシート』

11 ITIL V3実装へのアプローチ

1. IT サービスマネージメント簡易アセスメントツール操作説明書
2. IT サービスマネージメント簡易アセスメントツール
3. 心に響く処方箋
4. 運用カイゼンに関するアンケート
5. ガイドライン（心に響く処方箋）に関するアンケート

12 企業活動を支えるアプリケー
ション運用保守のあり方 回帰分析ツールの使用方法

13 運用プロセスとドキュメント記述
形式の標準化による品質向上

1. 活用ツール　ご利用手引き
2. システム受入チェックシート操作説明書
3. システム受入チェックシート

14 仮想環境におけるネットワー
ク運用管理

1. メッセージ集
2.【仮想環境】ドキュメント関連ツール
3.【仮想環境】監視項目一覧
4.【仮想環境】障害対応フロー
5.【仮想環境】障害事例集
6.【仮想環境】WBS 関連ツール

15 仮想環境における運用の効率
化 仮想環境の運用ガイドライン

16 システム障害の予防策立案の
ためのリスクの捉え方 FRISK（システム脆弱性診断ツール）
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研究成果審査　受賞分科会
LS 研幹事による報告書審査で先見性／独創性／有用性等を評価基準
に 6 編が厳選されました。
また各会場の審査委員により会場毎に発表賞が選出されました。

報告書審査

発表審査

Leading-edge System 研究 最優秀賞
●クラウド環境におけるデータベースのあり方

Leading-edge System 研究 優秀賞
●仕様変更に柔軟に対応できる開発手法の研究
●仮想環境における運用の効率化

Leading-edge System 研究賞
● IT 投資事後評価の仕組みと情報システム部門の役割の研究
●業務プロセスとITの可視化・分析手法の研究
●運用プロセスとドキュメント記述形式の標準化による品質向上

▶概要を8ページに掲載

▶概要を9ページに掲載

クラウド環境におけるデータベースのあり方

仮想環境における運用の効率化

仕様変更に柔軟に対応できる開発手法の研究

懇親パーティー

乾杯！　黒野幹事

中締め　福村幹事

重松副幹事長（退任） 川口会計監査（退任）

FUJITSU ファミリ会挨拶
横塚会長

西幹事（新任）

富士通挨拶
山本社長

宮永幹事（新任）

研究分科会表彰
三中幹事

北村会計監査（新任） 

第一会場
●クラウドコンピューティングを見据えた情報システム部門のあり方
第二会場
●クラウド開発・構築技術の研究
第三会場
●仮想環境におけるネットワーク運用管理
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1. 研究の背景
　KVS（Key Value Store）はクラウドを支える最も重要な技術の1つ
であり、クラウド環境においてスケーラブルな大規模分散データベー
スを実現する。
　図 1 は KVS 利用 12 事例の KVS の採用理由を示したものである。
これらの事例を詳細に調査した結果、KVS はスケーラビリティが要
求される分野での利用が進んできているものの、基幹業務データを
扱う分野での利用はあまり進んでおらず、また、KVS クラスタの運用
から自社で行うといった積極的な利用事例はほとんどないという現状
が浮かび上がってきた。

　もし KVS が真に優れた技術であるにも関わらず、利用が進んでい
ないとするならば、それはサービス提供者と利用者の双方にとって大
変な損失である。そこで、分科会では「KVS こそクラウド時代にふさ
わしいデータベースである」として、その可能性について 3 つの観点
から検証することにした。
2. 業務・サービスへの適用性の検証
　DBMS に求められる機能・非機能 117 項目について評価尺度を設
定し、KVS と RDB の達成度を評価した「適用チェックシート」を作
成した。適用チェックシートは、任意の業務・サービスに対するKVS
と RDB の適用度を比較・分析できるツールである。この適用チェッ
クシートを用いて、業務・サービス 24 分類についての KVS と RDB
の適用度を求めたところ、KVS はいずれの分類においても要求達成
項目数ベースで 90%前後の高い適用度を示すことが確認できた。
3. スケーラブルなシステムの構築・運用の容易性の検証
　実機でのクラスタ構築を通じて、構築・運用の容易性を検証した。
検証の結果、クラスタの構築は非常に容易であることが確認できた。
ただし、設定に多少の誤りがあっても一見正常に動作し、問題が発
生した場合に原因に気づきにくいなど、注意を要する点も明らかになっ
た。また、運用の容易性の検証では、障害試験でサーバがうまくフェ
イルオーバーしないという事象が発生した。これらの問題から、実際
の運用においては、設定ファイルを一元管理する仕組み、アプリケー
ション側での無応答対策およびロールバック処理が必要であるとの知
見を得た。

4. DBMS としての基本的な機能性の検証
　オープンソースの CMS（Contents Management System）である
MediaWiki のデータベースをRDB からHBase （KVS 実装の1つ）に
移行する作業を通じて、HBase の DBMS としての基本的な機能の十
分性と問題点を検証した。時間的な制約から、ページデータを取得・
表示する処理だけを移行したが、KVS の機能で実現できることが確
認できた。また、使いやすさ、習得のしやすさといった要件について
も、導入が容易である、API が複数の言語に対応している、API が
シンプルで理解しやすい等、良好な感触を得た。
5. 評価と提言
　以上の検証結果から、KVS がクラウド環境におけるデータベースと
して優れた特性を持つことが確認できた。現状では、文献等の情報
源や管理ツールが RDB のように充実していないことから、KVS はま
だ利用しづらい側面もあるが、これは発展途上の技術であるが故の
問題であり、今後、解消されていくものと思われる。
　KVS の利用は決してハードルの高いものではない。恐れず積極的
に KVS に取り組んでいただき、来るべきクラウド時代のビジネスにお
ける技術的な強みとしていただきたい。その際、表 1に示す本研究の
活用ツールが一助となるならば幸いである。

受賞分科会の研究概要

Leading-edge System 研究 

最優秀賞

図1 ＫＶＳの採用理由

100％75％50％25％

67％

58％

33％

0％

8事例／12事例

7事例／12事例

4事例／12事例

コスト
システム構築・運用
コストを削減したい

スケーラビリティ
システム負荷の
増大に対応したい

レスポンス
大量データを高速に
処理したい

内訳：情報共有・ポータル(2)、電子メール(2)、
SNS・ブログ(2)、データの2次利用(1)、情報系システム(1)

内訳：情報共有・ポータル(3)、電子メール(1)、
SNS・ブログ(2)、データの2次利用(1)

内訳：情報共有・ポータル(1)、電子メール(1)、
データ2次利用(1)、集計・アンケート(1)

ツール／ドキュメント 概要

クラウドサービス事例集
24 サービス分類 107 件のクラウド事例情報を掲載。
クラウドサービスの現状を確認・分析することがで
きる。

HBase 機能確認シート
HBase の機能を一覧表にまとめたもの。RDB との
比較もあり、機能の有無や RDB との違いを把握す
ることができる。

適用チェックシート
非機能要件 117 項目について、KVS および RDB の
達成度をまとめたもの。KVS の適用可否、検討事
項のチェックに活用できる。

表1 活用ツール

　新聞や雑誌を開くと、毎日のようにクラウドに関する記事を目に

しますが、専門誌以外でKVSという語を目にすることはまずありま

せん。しかし、クラウドのスケーラビリティを裏で支えているのは

間違いなくKVSなのです。我々は「KVSこそクラウド時代にふさわ

しい」を合言葉に一年間活動してきました。この強い思い入れが今

回の受賞につながったのだと思います。ありがとうございました。

リーダーの言葉

山田 剛  氏  ● 東レ ACS 株式会社

クラウド環境におけるデータベースのあり方
−雲の中のデータベースKVSの可能性−
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管理No

8-2 管理
ライセンス管理

・利用するハイパーバイザ、OS、ソフトウェアのサポート契約の有無
  にも注意を払う必要があります。

●気づき項目

仮想環境のサポート契約
・物理環境では、サーバ一台を丸ごとベンダのサポートを受ける事ができますが、仮想環境では、ハイパーバイザが加わり、その上に複数
  の仮想マシンが稼動する為、どのようにサポート契約を結ぶのかの検討が必要です。

●詳細説明

ハードウェアベンダ又は、ソフトウェアベンダとのサポート契約
(保守契約)について記載しています。
物理環境ではサポートされているOS、ソフトウェアでも、仮想環
境ではサポートしているとはかぎりません。

●分類定義

企画・設計～
構築・テスト期 運用初期 運用安定期 利用者アプリ担当 オーナー

分類 気づき時期 関係者

報告書審査 発表審査
１．研究の背景とアプローチ 
　近年のビジネス環境の激変により、開発中のみならず情報システム
のリリース後にも仕様変更が繰り返し発生し、さらに低コスト・短納
期開発が求められている。これに対して、アジャイル等の新しい開発
手法により、開発プロセスはある程度改善できる。しかし、それだけ
では保守性の低下は避けられず、品質・コスト・納期の問題の根本的
な解決は難しい。
　そこで、当分科会では「ビジネス環境の変化によるリリース後の仕
様変更」における保守性の観点で、事例を分析した。その結果、保
守性をもたらす本質は、仕様変更を事前に想定するために必要な「拡
張性」と、事前に想定できない仕様変更に対応するために必要な「柔
軟性」であることがわかった。
２．拡張性のカギを握る「原理・原則」
　仕様変更を事前に想定するためには、背景にある業務の本質を捉

１．研究の背景とアプローチ
　昨今仮想化技術の導入が進んでいる中、運用・管理コストの削減
には期待以上の効果が感じられていない点に注目し、『仮想化技術の
導入によって生じる運用・管理の課題を解決し、システムの安定稼動・
運用の効率化を実現する』ことを研究の目的とした。研究にあたり運
用の定義と仮想環境運用状況のヒアリングを行った上で、仮想環境な
らではの運用方法の検討を推進するために「仮想環境の運用ガイドラ
イン」を作成し、その評価を行った。

２．研究成果
　仮想環境における運用で考慮すべきポイントを洗い出すために仮想
環境の特徴であるハイパーバイザの機能について実機を使用した検
証を行った。この検証結果に分科会での討議・分析や文献・事例の
調査結果を集約して「仮想環境の運用ガイドライン」を作成した。
　本ガイドラインは当分科会で設定した運用の定義に基づいた作業
項目毎に仮想環境における運用で考慮すべきポイントを挙げている。
また本ガイドラインは運用方法を規定せず、利用者がその現場に合っ
た運用方法を検討する手助けとなるような内容とした。

える必要がある。仕様が変わっても業務の本質は変わらないため、こ
れをアーキテクチャに反映して拡張性を持たせられれば、開発量を削
減できる。当分科会では、業務の本質が変わらない限り変わらないも
のを「原理・原則」と定義した（図 1）。そして、原理・原則を導く手
法を確立するため概念モデリング等に取り組み、成果を「原理・原則
導出モデル」「原理・原則書」にまとめた。
３．柔軟性のカギを握る「影響調査」
　事前に想定できない仕様変更においてグレーゾーンを多く残すと、
対応漏れや膨大なテスト工数といった問題につながる。これを防ぐに
は、最初に実施する影響調査でグレーゾーンを小さくすることが肝要
である。そこで、メンバー各社の現状分析から明らかになった、①ドキュ
メントの陳腐化、②有識者以外による調査時間と精度という課題に対
して、解決策として開発工程における事前準備の打ち手、および有識
者以外向けの標準的な影響調査手順をまとめた。
４．検証および導入方法の検討
　メンバーの過去開発案件による検証において、原理・原則に基づく
設計の適用では後続の開発案件が不要になる等の影響で 8%の開発
コスト削減、影響調査手法の適用では事前準備の実施により35%の
調査時間短縮という効果を確認した。
　このように成果の有用性は検証できたが、導入には一定のコストが
かかる。そこで、対策として段階的な導入を検討し、開発工程向け
の標準 WBS を作成した。各社においては、これらの成果を導入し、
課題解決に役立てていただきたい。
 

３．評価と提言
　当分科会の作成した仮想環境の運用ガイドラインの有用性を客観的
に評価する目的でアンケートを実施した。結果、分科会メンバーと分
科会外の第三者共に仮想環境ならではの運用方法の検討を推進する
上で有用性が高いという評価を得ることができた。
　ただし、今後更なる仮想環境における運用の効率化を実現するた
めに、以下の提言を行う。
　①インフラ構成や運用ルールの標準化を図る
　②多角的な視点での改善が図れるようサーバ・ネットワーク・ストレー
　　ジに関するマルチなスキルを習得する
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原理・原則に基づくルールは
容易には変わらない
 ⇒「拡張性」の実現
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等を用いて分ける
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｢原理・原則｣
を発見する

 

図1 拡張性と原理・原則の関係

図1 運用の定義

図2 仮想環境の運用ガイドライン（イメージ）
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